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1 はじめに

近年，広域ネットワーク経由で大量のデータを転送

するアプリケーションが登場している．インターネッ

ト上での大量データ転送では，混在するトラフィック

への影響を考慮する必要がある．そこで，高速プロト

コル UDTに着目し，TCPとの公平性を改善すると共

に，実際のネットワーク上でのプロトコルの性能評価

に関する研究を行っている．デモンストレーションで

は，実際のネットワーク上でのスループットや混在す

るトラフィックに及ぼす影響を可視化する．

2 UDTの問題点と gentle UDT
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図 1: UDTの動作概要

UDT [1]はインバンド計測により経路の利用可能帯

域を算出し (BE; Bandwidth Estimation)，DAIMDアル

ゴリズムで転送レートを変化させる（図 1）．

BEはネットワークの輻輳時に，利用可能帯域を実際

大きく見積もる．また，長距離ネットワークでは，輻

輳の早期検出が重要であるが，UDTは目標転送レート

の算出に移動加重平均を用いるため，目標レートの削

減が遅いという問題がある．本研究では，長距離・広

帯域ネットワークにおける問題を解決するため，以下

のような方法で利用可能帯域と目標レートの算出を行

う gentle UDT [2]を提案した．

1. RTTの変動で輻輳を検知し，利用可能帯域の予

測に BEと RE (Rate Estimation)を切り替える．

2. 測定結果が現在の目標レートより小さい場合に，

新しい測定結果を目標レートとして採用する．

3 広域・高帯域ネットワークにおける性能評価

近年 TUDT以外にも TCPの新しいバージョン等にお

いて広域・高帯域ネットワークに対応可能な改善が加

えられている．しかし，これら様々なプロトコルを実

際のネットワーク上で実行し，網羅的に性能データを

収集するため，プロトコルの性能データを計測するソ

フトウェアを開発し，実際の国際回線上で各種プロト

コルの性能データを収集している．

4 デモ概要

図 2: デモシステム

デモンストレーションでは，遅延の大きなネットワー

ク上で gUDTを含めた高速プロトコルでのデータ転送

を行い，その性能データを会場において可視化する．

5 まとめ

本発表では，広域・広帯域ネットワーク上での UDT

と TCPとの公平性を改善するため，利用可能帯域と目

標レートの算出方法を改善した gentle UDTを提案し，

その性能をデモンストレーションする．
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